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 Studies were made on qualities of Larix species and their hybrid.

The tested trees were from five families of Guimatsu F1, L．gmerinii var. japonica × L．leptolepis

(F1), and one family of Nihonkaramatsu, L. leptolepis, at 17 years of age. These sample

trees were grown in Hokkaido Forest Research Institute in Koshunai, Bibai.

 The results of the studies are summarized as follows :

(1) The family of Nakashibetsu 5 × Kamikawa 2 (F1) was superior to the other families in

 such qualities as crooking, bulk density, slope of grain, strength etc.

(2) The rsults of mechanical tests with other F1 were almost the same as ones with the

 19-year-old F1 grown in the Experimental Forest of Tokyo University in Hokkaido, exept

 slope of grain. The trees examined in the present tests had a higher slope of grain.

(3) Nihonkaramatsu was found to posses greater strength in the present tests than in the

 former tests.

　北海道立林業試験場（美唄市）産の17年生のグイマツF15家系とニホンカラマツ1家系の材

質試験を行った。結果を要約すると次のとおりである。

（1）グイマツF1の中標津 5×上川 2は，他のF1に比べ幹曲り，繊維傾斜度，強度性能等の形質

　で優れていた。

（2）他のグイマツF1については，強度性能は，東京大学北海道演習林産の19年生とほぼ同じ値

　であったが，繊維傾斜度は大きかった。

（3）ニホンカラマツの強度性能は過去に報告した結果よりも優れていた。

1．はじめに

　現在カラマツ類の中から優良な形質を有する個体を
選抜する育種事業が行われている。林産試験場では，

これまでに東京大学付属北海道演習林（以下，東大演

習林と呼ぶ）産のカラマツ類品種について調査してき

た。その中でも雌性親がグイマツで花粉親がニホンカ
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ラマツであるグイマツF1雑種が他の交配椎に比べ材

質的に優れた形質を有することが分かった1）。規在，

北海道においてはグイマツF1は，カラマツ類の中で

も最も有望視されている。今回は，道立林業試験場で

植栽された17年生のグイマツF1を5家系とニホンカ

ラマツ1家系の計6家系の材質試験を行った。試験項

目は，素材の品質調査（曲りのみ），軟Ⅹ線デンシト

メトリー法による年輪解析（年輪幅，晩材率，容積密

度の測定），容積密度数，繊維傾斜度，仮道管長，収

縮率および強度性能である。なお，本論文の一部は，

第42回日本木材学会（1992午4月，名古屋市）にて発

表した。

　2．供試木と植栽地の概要

　植栽地は，林業試験場のグイマツ人工交配種次代検

定林である。この植栽地は海抜高250m，土壌はBc（w）

型で，斜面方位は南西である。この試験地は1974年に

造成され，総面積は0．97hで植栽本数は当時1596本，

植栽密度は1640本／haで，間伐は1984年に行っている。

この植栽地にはグイマツF120家系を含む交配種が植

栽されている。今回の供試木は，1990年の秋に伐採し

たものである。

　供試木は，生長の良いグイマツF1（以下F1と呼ぶ）

5家系とニホンカラマツが1家系である。供試本数は

〔林産試場報　第7巻　第6号〕

各家系内で2～4本であった。その概要は第1表に示
すとおりである。なお，雌性親のグイマツはいずれも
千島系のグイマツである。

　3．試験片の木取り

　長さ4m（地上高0～4mの部位）の材を2mに切

断し，32本の素材にした。この素材について，幹曲が

りについての品質調査を行った後，第1図のように1

番玉の末口から厚さ5cm程度の円板Aを採取して容積

密度数の測定用とした。残りの素材については，厚さ

3cmの樹心を含む耳付きまさ目板を木取った。軟Ⅹ線

デンシトメトリー法による年輪解析，繊維傾斜測定お

よび仮道管長測定用試料は，胸高部付近から作製し，

収縮率測定用試料は地上高1．5～2．0mの部位から作製

した。また，強度試験片は，2番玉（地上高2～4m）

から得たまさ目板を天然乾燥し作製した。

　4．試験方法

　4．1素材の曲り

JASに従って曲り量（％）を調査し，等級分けを

した。

　4．2　容積密度数

　3年輪ごとに扇形試験片を作製し，浮力法によって

測定した。

　4．3　軟Ⅹ線デンシトメトリー法による年輪解析

　木口面が見えるように繊維方向に厚さ2mm（±

0．05mm）の試験片を作製した。Ⅹ線フィルムは，フジ

FRのカビネサイズを用いた。Ⅹ線撮影装置は，ソフ
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テックスC M B 2 型を用い，掘影条件は19 k＼丁，2．5

m A で30秒とした。デンシ トメーターはコニカメディ

カル社製211ほ竺を用い，スリット幅10 ′′川1，スリット

長さ300′′∠m で，毎秒 1mmのスピー ドで測定 した〔〕なお，

早晩材の区分は，年輪内で0．55 g ／cnほ 超えた部分を

晩材部とした。

4 ．4 繊維傾斜度

繊維方向 3cm，接線方向3 cmの試験片を切取り，割

製法で行なった。測定は，デジタイザーを用い，各年

輪界ごとで基準線からずれた倍を測起し， 2 方向の平

均値を代表値とした。

4 ．5 仮道管長

年輪界付近の晩材部から繊維方向 2 cm，接線方向

5 mm，半径方向0．5mm程度の試験片を切りだし，過酸

化水素と酢酸の混合液で解繊 した。測定咋輪は，髄か

ら1 ， 3 ， 5 ， 8 ，10，12，および14年輪で，晩材仮

道管だけを測定した。測定本数は各年輪100本で， 2

方向，計200本を平均 し，その年輪のfe表情 とした。

4 ．6 収縮率試験

接線方向×半径方向が 2 ×2 cm，繊維力‘向が 5cmの

試験片を作製 し，牛材状態，気乾状態，仝乾状態の時

にそれぞれの繊維・接線・半径方向（以下これら3 つ

の方向をゼ・ t・ r 方向と呼ぶ）の寸法を測定 した。

そして気乾までの収縮率，仝収縮率，含水率 1 ％に対

する平均収縮率を求めた。

4 ．7 強度試験

樹心から2．5cm ごとに連続 して試験材を採材 した。

これらの材を仕上げして， 2 cm角にした。その中から

節ヤアテなどの欠点部を除き，圧縮試験片と曲げ試験

片を作製 した。試験片の寸法は，圧縮試験片は 2 × 2

×5 cmで，曲げ試験片が 2 ×2 ×32cmである。

J I S の試験法に準拠して，曲げ強度試験，圧縮試

験を行った。曲げ強度試験は，スパン28cmの中央集中

荷重方法で行い，各試験片のまさ目面から荷重を加え

た。測延結束から曲げ強さ，掛 ヂ比例限度，曲げヤン

グ係数，圧縮強さをそれぞれ求めた。

5 ．結果および考察

5 ．1 素材の満り

素材の曲り量（％）および等級を第 2 表に示す。素

材はニホンカラマツに 1 本，小の素材があるのを除け

ば残 りの31本はいずれも中の素材である。 1 等の出現

率でみるとニホンカラマツとF －全体ではあまり変わ

らないが， 曲 り量 （％）で はF lの各家系 ともニホ ン

カラマツより小 さかった。 また，F lには 3 等が 1 本

含まれていた。

次に，家系間で曲 り量（％）を比較してみると，

F lの 5 家系のうち最 もその値の′トさい家系はNo．1

で，平均8．3％であった。次いで，No．3 で同8．5％で，

N o．4 とNo．5 はやや大 きく，それぞれ14．5，15．7％で

あった。ニホ ンカラマツは上述 したように，曲 り量 は

やや大 き く19．1％であった。

5 ．2 容積密度数

家系ごとの容積密度数の平均値は， F lでは家系No．

第2 表 曲りに関する等級
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1 が4 14 kリ／巾で 最も大きく，次いでNo．5 で396k〔才／nli，

N り．2 の 382k臼／巾うで あ っ た 。 N（）．3 とNr）．4 は と も に

3 7 5k（〕／㌦であった。一方，ニホンカラマツの平均値は

3 89 kリ／爪うであった。これらの佃を東大演習林産のカラ

第3表 軟X 線デンシ トメトリー法による年輪解析
T a b Ie 3 ． R e s u lts o f rin g a n a ly s is b y s o ft X －ra y d e n s ito m e to ry （A v e ra g e ）

！

1 0

●
⊂）

年
モ

P
∵′′
址
u
て

ld
コ
U
u
可

輪

帖
阿

m

1 0

l（）

5

謀与占式木番 Lナ

S am p le tree NO

N 5 × K 2 こ′、、－ 11

●－ 1 2

〔〕

●0

0 ● ● ● （〕

●○ 〔）

．● 呈 屯 ； ： 舌

i ！ ； ； 0 0
▲△ △ 仝 △

○●

●▲
′1

⊂）

●
〕
U

Ⅵr9 × K 2 こ‾）－ 2 1

●－ 2 2

△－ 2 3

▲－ 2 4
0

：言呈 ぎ号音 ：○

J＼

▲

（〕

。○ ； ○

も● ●

●

○

●

○

N 3 × K 2 ・＝・， 3 1

●－ 3 2

ご・ 夕 ● ； i き 0⊂）

1 0

○●

〔
事

＿
ロ

●
○

●

O
n
）

●

（
＿

N 5 × T 3 5 ・：ノJ－ 4 1

●－ 4 2

i

0 0

0● i i ； ．
●

●

」

●
○
△

●

○

△

○

▲▲
▼

●
ハHU

△

（
●

○

●
ム

△
∩
●

C〉
○

○

†

（

｝

】

N 3 × 1135 〔トー5 1

●－ 5 2

△1 5 3

○

●
○
●

（
凹

●

○

●

△

∧

i

△

＿
U△

●
○

△

○

●

△

●

△

●

●

H 2 × op en o－61

●－ 6 2

△一 6 3

＿
〕

●

○

△

〔
＿

∩
一

△△ △ △

g ○

●¢ ⑪

1 5

髄か らの牛輪数
R in g n u m b e r frompith

1 0

第2 図 髄からの年輪差による年輪幅の変動
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マツの値】）と比較すると，F ，はほぼ同じであり，ニ

ホンカラマツの佃は大 きかった。

5 ．3 軟 Ⅹ線デ ンシ トメ トリー法による年輪解析

この手法により解析した年輪幅，晩材字，容積密度等

を第 3表に示 した。年輪幅の水平変動を第2 図にホす。

第2 固からいずれの供試木も5年輪目前後に最大年輪

幅が あ り10mm を超 え る も の もあっ た。 年 輪 幅 は

その後減少するが， 5 mm程度で推移 していた。平均年

輪幅は5．7～7．4mmで，いずれの供試木も旺感な生長と

いえ よ う。

次に，第3 表の各供試木の平均晩材率について検討

する。ニホンカラマツの平均晩材率は20～23％程度で
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第3 図 早材部容積密度と晩材部容積密度の関係
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あった。F lのそれは，稚内 9 ×上川 2 の 1 本が18．5％

と小 さかったが，他は，ニホンカラマツと同等かそれ

以上の佃であった。各供試木の早材部容積密度 と晩材

部容積密度は，第 3 図に示すとおりである。野掘の報

告2）によると，早材部容積密度は遺伝的なものである

のに対 しノ，晩材部容積密度は気象状況に左右されやす

いとしている。ニホンカラマツの早材部容積常度は，

3 本とも，0．37 9 ／cnfであり，それを境にして雌性親

が中標津 3 であるF lは，0．34～0．36 9 ／c汀fで小さく，

その他のF lは，0．37～0．4 2 q ／cnfで大きく，雌性親に

よる差がみられた。これまでの調査3）では早材郡谷積

密度は，グイマツおよびチョウセンカラマツの F lで

は0．37 日／cm～以上 の ものが多 く， ニホ ンカラマツはそ

の倍よりも小さく，0．30～（）．35程度であった。今［叫の

F lでは中標津 3 を雌性親に持つ家系の早材部容積密

度は小さく，他の F lのそれはこれまでの調査 と一致

した値であった。ニホンカラマツは，いずれも0．37 g

／c㌦であるが，既往の佃 よりも早材部容積密度は若十

大きかった。これらの結果から，早材部容積密度は雌

性親の形質に影響 されるものと推察される。

晩材部容積密度は，家系No．2 と5 では，0．81 日／cnf

ない しはそれ以上で，家系N（」．1 と4 では，0．80 g ／cnf

以下で大 きな差はなかった。ニホンカラマツの晩材部

容積密度は，早材部容積密度と異なり，その値に差が

あった。これは，自然交配によって花粉親が異なって

第4 表 繊維傾斜度測定結果
T a b le 4 ． R e s u tts o f s 10 P e O t g ra in

－1 0 －
U I I o k k a l d o F o r PrndIくcs．1nsLVo17，No6，1993〕

家　　 系 供 試 木 葡 ＝ぢ ・ 韓 人 紅 絹 任 傾 斜 度 最 人 繊 維 傾 斜 度 の 出 規 年 齢 ！ド 均 繊 維 傾 斜 度

F a n l i l ）▼ S こ1 r1 1 P l ビ L I‾e ビ M こ1Ⅹi n l u n l S l o l）（） R i 11 g N り．f t ■O 11 1 A 7ヽビ r 三Ig e　 S l o p （－

N 〔）．　　　　　　　　　　　　 G x I ノ N （＿）． （）f g lI a i ll P 】t l l O r N I こ1 X i m u ll ‾1 o f g r a i n

（％ ） S t O I〕亡 O f g r a i n （％ ）

1　　　　　　 中 標 津 5　 ×　 卜　 川　 2 l l 5 ．9 2 2 ．4

N a k a s lュi l〕e t S し1 5　 ×　 k 21 n l i k 乙I W 乙1 2 1 2 7 ．7 1 2 4 ．5

2　　　　　　 中 標 津 5　 ×　 卜　 勝　 3 5 2 1 6 ．7 5

6

4 ．1

N a k a s ll i b e t s t 1 5　 ×　 T （）k こ1 C lュi 3 5 2 2 1 （〕．5 8 ．9

2 3 7 ．1 3 5 ．0

2 4 6 ．8 1 4 ．0

3　　　　　 椎　 円　 9　 ×　 卜　 川　 2 3 1 1 2 ．3 1 2 9 ．3

＼～／a k k a n a i 9　 ×　 k a 11 1 ik a w a　 2 3 2 6 ．4 1 2 4 ．9

4　　　　　　 中 標 津 3　 ×　 十 勝 3 5 4 1 9 ．（） 4 5 ．9

N a k a s ll i b e t s lユ　 3　 ×　 T （）k こ1C ll iニう5 4 2 8 ．8 2 6 ．1

5　　　　　　 中 轢 漣 3　 ×　 上　 川　 2 5 1 1 1 ．5 2 6 ．7

N a k とI S lュi b e t s u　 3　 ×　 k a ll l i k a w a　 2 5 2 8 ．9 1 3 6 ．7

5 3 7 ．9 2 5 ．0

6　　　　　 H　 満　 5　 ×　 オ ー プ ン 6 1 1 1 ．9 2 B ．3

H i d こ1 k a　 5　 ×　 o p c 11 6 2 6 ．4 2 1 ．5

L　 X　 L 6 3 9 ．3 9 6 ．5
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いたために生じたものと思われる。

　5．5　繊維傾斜度

　各供試木の繊維傾斜度の測定結果を第4表に示す。

また，髄からの年輪数ごとの繊維傾斜度の推移を第4

図に示す。この表および図から同一家系内においても

その推移にバラツキのあることが分かる。また，最大 繊維傾斜度の出現年輪は6割強が5年輪以内である

〔林産試場報　第7巻　第6号〕

　　　　　　　　第 4図　髄からの年輪ごとの繊維傾斜度の変動
　　　　Fig．4．Variation of slope of grain with ring number from pith
  N：Nakashibetsu　W：Wakkanai K：Kamikawa T：Tokachi H：Hidaka

　第 5図　最大繊維傾斜度と平均繊維傾斜度の関係
Fig．5．Relationship between the maximum slope
　　　　of grain and the average slope of grain

　第 6図　5，10，14年輪目における仮道管長
Fig．6．The tracheid length at the 5，10，14th
　　　　cambial age
　　N：Nakashibetsu W：Wakkanai
　   K：Kamikawa T：Tokachi H：Hidaka
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が，12，13年輪臼に州税する供試木もあった。後者は，

家系No．1 ， 3 ， 5 に含まれており，これらは，いず

れも花粉親が上川 2 の家系であった。

次に，各家系ごとの繊維傾斜度について考察する。

F lで比較的平均繊維傾斜度の′トさい家系はNn．1 で，

2 本の平均では平均繊維傾斜度が3．5％で最大繊維傾

斜度は6．8％であった。他のF l家系ではその他は大き

く，平均繊維傾斜度が5．5～7．1％で，最大繊維傾斜度

は7．8～9．4％であった。こホンカラマツは，繊維傾斜

度の小 さい供試木が 1 本あったが，他の 2 本は大 き

かった。次に，平均繊維傾斜度と最大繊維傾斜度の関

係を第 5 図に示す。これまでの知見どお り両者の間に

は高い相関があ り，最大繊維傾斜度の大きい供試木は

平均繊維傾斜度も大きくなる傾向にあった。カラマツ

の繊維傾斜度の選抜基準は，平均繊維傾斜度で2．5％，

最大繊維傾斜度では 5 ％未満である。今桓］の供試木で

は，これらの 2 項臼をクリアする供試木はなく，平均

繊維傾斜度で2．5％未満の供試木は，ニホンカラマツ

とF lにそれぞれ 1本ずつであった。以上のことから，

今回試験した供試木については，繊維傾斜度は，まだ

選抜の余地が残されているものと思われた。

5 ．6 仮道管長

髄からの年輪数 5 ，10， 14年輪目における仮道管長

を第 6 図に示す。測定した仮道管長のバラツキは変動

係数で 5 年輪目では11～12％程度，14年輪臼では 7 ～

8 ％程度で，外側のものほどその他は小さかった。各

供試木の 1 年輪目の似通管長は1．4～1．9mmであるが，

その後急速に伸び， 5 年輪目で 3mm内外，14年輪目で

はいずれも 4 mm以 L であった。F lの似通管長は家系

による差 はほ とんどなかった。 これに対 し，ニホンカ

ラマツの仮道管長はF lに比べ 14句二輪目では若干長 く，

その伸びは大きかった。そのことは，第 5表の形成層

年齢 Y による仮道管長 L の対数回帰式， L ＝ A ・

L og Y 十B から求められる伸長係数（係数A ）を比較

することでも明らかである。これまでの調査4）では，

ニホンカラマツの伸長係数（係数A ）は2．1～2．6であ

りグイマツは2．1未満であった。 F lの伸長係数は，グ

イマツに類似するものとニホンカラマツに類似するも

のがあったが，今回のF lの伸長係数は，2．0～2．6で

あり，両者の中間ないしはニホンカラマツに類似 して

いた 。

5 ．7 収縮率試験

各供試木におけるゼ・ t・ r 方向の収縮率を第 6 表

に示す。各供試木を含水率 1 ％に対する収縮率で比較

すると，これら3 方向の佃は β方向で0．01～0．02％，

t 方向で0．23～0．32％， r 力▲向で0．08～0．13％の範囲

であった。これらの値は，既往の報告1）の値とほぼ一

致し，品種間，家系間の差は，明確ではなかった。

第5 表 仮道管長の髄からの年輪数による対数回帰式
T a b le 5 ． R e g「e s s io n e q u a tio n a n d c o rre la tio n c o e ffic ie n t

W ith v a ria tio n o f tra c h e id le n g th

L ：イ反道 管 長 T ra c lle id le n g th Y：髄からのiト車品数Ringlltlmber rro汀1plth

－1 2 －
O Hokkal〔hFor Prod Rcs，Inst Vo17，No．6，1993〕

家　　　 系 供 吉武 木 番 一号 斉寸 数 回 ヅ扁 上し 木目 関 イ系 数

f 「a m il y S a n l p le　 t r e e R e g r （さS S i （）n e （1 し1 a Ljo rl C （）r lで 1 a t io n

N （）．　　　　　　　　　　　　　　 G x　 L N （）＿ C O e f fi c ie n t

1　　　　　　　 しぃ 標 津 5　 × 」 二　 川　　 2 1 1 L ＝ 2 ．2 2 ＊　 L （）g　 Y ＋ 1 ．3 1 0 ．9 5 7

N a k a s Il ib e t s u　 5　 ×　 k a m i k a w a　 2 1 2 L ＝ 2 ．5 0 ＊ 1ノO g　 Y ＋ ＿1 ．2 3 0 ．9 8 1

2　　　　　　　 しぃ 標 i辛 5　 ×　 一卜　 勝　 3 5 2 1 L ＝ 2 ．1 2 ＊　 L （）g　 Y ＋ 1 ．1 8 0 ．9 9 8

N a k a s h ib e t s u　 5　 ＞く　 T o 】くa C h i3 5 2 2 L ＝ 2 ．2 6 ＊　 L o g　 Y ＋ 1 ．5 7 0 ．9 9 6

2 3 L ＝ 2 ．2 9 ＊　 L （）g　 Y 十 1 ．6 2 0 ．9 8 7

2 4 L ＝ 2 ．1 8 ＊ l＿ノO g　 Y ＋ 1 ．7 9 0 ．9 9 7

3　　　　　　 稚　 内　　 9　 × ．卜　 川　　 2 3 1 L ＝ 2 ．2 0 ＊　 L （）g　 Y 十 1 ．5 7 0 ．9 7 9

W a k k a n a i 9　 ＞く　 k a n ュi k a w 言1 2 3 2 L ＝ 2 ．1 8 ＊　 L （）g　 Y 十 ＿1 ．1 5 0 ．9 8 4

4　　　　　　　 1ヰ］標 津 3　 × 1 一　 勝　 3 5 4 1 L ＝ 2 ．5 7 ＊　 L o き吉 Y ＋ 1 ．3 1 0 ．9 9 7

N a k a s ll ib e t s t1 3　 ×　 T o k a c ll i 3 5 4 2 L ＝ 2 ．1 5 ＊　 L （）g　 Y 十 l ．8 3 0 ．9 5 8

5　　　　　　　　 中 標 i辛 3　 ×　 上　 川　　 2 5 1 L ＝ 2 ．0 4 ＊　 L o g　 Y 十 1 ．7 1 0 ．9 9 3

N a k とIS h ib e t s u　 3　 ×　 k a n l i lくa W a　 2 5 2 L ＝ 2 ．3 3 ＊　 L （）g　 Y ＋ 1 ．1 6 0 ．9 9 8

5 3 L ＝ 2 ．4 5 ＊　 L （）g　 Y 十 1 ．3 7 0 ．9 9 5

6　　　　　　 H　 高　　 5　 ×　 オ ー－ プ ン 6 1 L ＝ 2 ．6 8 ＊　 L （）g　 Y 十 1 ．4 3 0 ．9 5 4

ⅠI i d a k a　 5　 ×　 0 Ⅰ）e n 6 2 L ＝ 2 ．3 3 ＊　 L o g　 Y ＋ 1 ．4 4 0 ．9 5 3

L　 X　 L 6 3 L ＝ 2 ．7 4 ＊　 L （）g　 Y 十 1 ．4 1 0 ．9 8 1
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5 ．8 強度試験

ノトLロけJ二った各供試木ごとの圧縮試験および何＝ヂ試験

結果を第 7 表にホす。各供試木の強度偶の平均につい

てみると，圧縮強 さでは， F lのNo．11，12，51， こホ

ンカラマツのN〔）．6 1は，いずれも平均値で350 kg f／cnf

以L であった。この値は，ほぼ同樹齢のニホンカラマ

ツ1）よりも大 きく，また，東人演習林産のF l（V 544

×V 307） 1）よりもやや大 きい値であった。他の供試

木については，このF lとほぼ同 じ値といえよう。F l

の群＝デ強さと曲げ比例限度を，東大演習林産の F lと

比較すると，強度値の大きいN（）．12と強度値の小いさ

いNo．2 1を除けば，ほぼ同じ佃であったL。曲げヤング

係数は，強度倍の小 さいNo．21と31を除きやや人きな

倍であった。ニホンカラマツはいずれも，東大演習林

産のF lとほぼ同じ値であ り，向産地のニホンカラマ

ツ1J（ほぼ同樹齢）よりもその値は大 きかった。

6 ．ま とめ

F 1 5 家系の中で比較すると，中標津 5 ×上川 2 は，

他のF lに比べ幹の曲り，繊維傾斜度，容積密度等の

項臼で優れていた。他のF lでは，雌性親が中標津 3

である家系 No．4 と5 の幹の曲りはやや大 きかった。

繊維傾斜度は 4 家系とも大 きかった。強度性能はいず

〔 林産試場糀 第 7 巻 第 6 号〕

れの家系も東大演習林産のV 30 7×V 544 （19年生）と

ほぼ同じであった。仮道管長および収縮率は， 5 家系

間による差はなかった。

一九 こホンカラマツは，他産地と比べると容積密

度が若干大 きく，それに伴い強度性能もやや高かった。

謝辞

今回の試験に関して試験地の調査，伐採など種々の

ご援助を賜った北海道立林業範験場の高橋幸男主任研

究員および育種科の方々に深く感謝の意を表 します。

文献

1 ）安久津久ほか 3 名 ：林産試場報，4（6），10（1990）

2 ）野掘嘉裕 ：軟Ⅹ線写真によるアカエゾマツ造林木

樹幹の容積密度解析，第4 回「樹木年輪研究会」

野田真人編， 3 －11（1990）

3 ）安久津久 ：未発表

4 ）安久津久ほか3 名 ：林産試場報，4（1），12（1990）

一利用部 材質料－

－＊〉1元利用部 材質科－

－＊2技術部 乾燥科－

（ 原稿受理H 5 ． 9 ．27）

－15 一


